
▪インターネット中継　令和₆年₈〜₉月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継…3,353件　　◆録画中継…650件
本会議映像（ライブ・録画）を
インターネット配信しています。
 鴻巣市のホームページから鴻巣市議会→議会中継にてご覧ください。

掲載しています。
スマートフォンでこうのす「議会だより」をチェック！

令和５年度令和５年度
令和５年度一般会計決算では、前年度と比較して、歳入が、1.1％ の減少、令和５年度一般会計決算では、前年度と比較して、歳入が、1.1％ の減少、 歳出が 0.9％の減少となりました。歳出が 0.9％の減少となりました。
歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は、22 億 3,783 万円、歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は、22 億 3,783 万円、 また、この金額から翌年度へ繰り越すまた、この金額から翌年度へ繰り越す
財源 2 億 4,027 万円を差し引いた実質収支は、19 億 9,756 万円となっ財源 2 億 4,027 万円を差し引いた実質収支は、19 億 9,756 万円となっ ています。ています。

一般会計決算 を認定！一般会計決算 を認定！

　
財
政
健
全
化
判
断
比
率

　
（　

）内
の
数
値
は
、
財
政
健
全
化

が
必
要
と
さ
れ
る
基
準
値
を
示
し
て

お
り
、
本
市
で
は
す
べ
て
の
数
値
で

基
準
値
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤

字
比
率
は
赤
字
で
な
い
た
め
、「
－
」

表
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財政健全化判断比率（財政の
早期健全化や再生の必要性を判
断するために定められた指標）

令和５年度 令和４年度

鴻巣市の
比率

県内市町村
平均比率

鴻巣市の
比率

実質赤字比率（一般会計など
の赤字の大きさ） － （12.03） － － （12.07）

連結実質赤字比率（市全体の
赤字の大きさ） － （17.03） － － （17.07）

実質公債費比率（借入金など
のその年の返済額の大きさ） 4.0 （25.0） 5.0 4.2 （25.0）

将来負担比率（借入金の残高
など今後支払わなければなら
ない負債の大きさ）

4.1（350.0） 4.2 6.1（350.0）

区　分 使　い　道 金額
（千円）

総額に対する割合
(%)

前年度比
(％)

住民１人当たり額
(円)

議 会 費 議会運営等 263,594 0.6 △ 4.3 2,242 

総 務 費 職員や庁舎の管理費、財政、徴税、選挙等 4,301,056 10.5 △ 8.2 36,580 

民 生 費 福祉、高齢者福祉、国民年金、子育て等 18,459,529 44.8 6.1 156,997 

衛 生 費 健康増進、ごみ処理、環境衛生等 3,237,698 7.9 △ 12.6 27,536 

労 働 費 雇用促進、勤労者支援等 77,997 0.2 △ 0.2 663 

農林水産業費 農業、土地改良等 576,489 1.4 △ 1.2 4,903 

商 工 費 商工業、観光振興等 569,394 1.4 △ 28.4 4,843 

土 木 費 道路、公園、区画整理事業等 3,300,670 8.0 △ 5.5 28,072 

消 防 費 火災、風水害等 1,723,871 4.2 △ 9.7 14,661 

教 育 費 学校教育、社会教育、スポーツ振興等 4,241,958 10.3 8.1 36,078 

災害復旧費 災害復旧に係る諸経費 0 0.0 0.0 0 

公 債 費 市債などの返済金 4,423,169 10.7 △ 6.0 37,619 

合　　計 41,175,425 100.0 △ 0.9 350,194 

①未来をひらく人材を育て、確かな学びと文化が根付くまちづくり
　出産・子育て応援給付金支給事業	 105,825
　保育人材確保事業	 45,222
　小学校教育 ICT環境整備事業	 183,361
　中学校教育 ICT環境整備事業	 78,561
　学力向上支援事業	 26,251
　放課後児童クラブ管理運営事業	 465,404

④都市機能と豊かな自然が調和した住みよい快適なまちづくり
　市営住宅施設維持管理事業	 24,302
　三谷橋大間線（３期工事）整備事業	 58,210
　デマンド交通運行事業	 100,026
　駅施設等維持管理事業	 15,791
　コウノトリの里づくり事業	 8,669

②いきいきと健康で充実した生活を過ごせるまちづくり
　出産育児一時金支給事業	 14,103
　特定健康診査等事業	 93,213
　予防接種事業	 351,982
　重層的支援体制整備事業	 17,731
　難聴者補聴器購入費助成事業
　　（要援護高齢者等支援事業）	 4,860
　　（難聴児 （者） 補聴器購入費助成事業）	 400

⑤にぎわいと活力と魅力を創出できるまちづくり
　商工会補助事業	 36,826
　中小企業者支援事業	 17,883
　道の駅整備事業	 123,051
　こうのとりパートナー事業	 762
　ひな人形の街鴻巣 PR促進事業	 2,252

⑥市民協働による一人一人が主役のまちづくり
　ふるさと納税促進事業	 61,447
　市長と語る地域懇談会事業	 44
　シティプロモーション推進事業	 2,719
　まち・ひと・しごと創生総合戦略推進事業	 176
　包括施設管理業務事業	 444,479

③安全・安心に暮らせるまちづくり
　交通安全啓発事業	 4,908
　AIを活用した交通安全対策事業	 550
　交通安全施設整備事業	 44,147
　地球温暖化対策先導事業	 636

金額（千円）

審議議案審議議案

一般会計決算目的別歳出内訳表

（単位：％）

令和５年度当初予算で注目した主な事業

地方交付税
18.4％

地方交付税
18.4％

地方交付税
18.4％

民生費
44.8％
民生費
44.8％
民生費
44.8％

総務費
10.5％
総務費
10.5％
総務費
10.5％

衛生費
7.9％
衛生費
7.9％
衛生費
7.9％

地方消費税
交付金 5.9％
地方消費税
交付金 5.9％
地方消費税
交付金 5.9％

市債 2.1％市債 2.1％市債 2.1％

土木費
8.0％
土木費
8.0％
土木費
8.0％

公債費
10.7％
公債費
10.7％
公債費
10.7％

教育費
10.3％
教育費
10.3％
教育費
10.3％

市税
35.4％
市税
35.4％
市税
35.4％

国庫支出金
18.1％

国庫支出金
18.1％

国庫支出金
18.1％

県支出金
7.0％
県支出金
7.0％
県支出金
7.0％

その他
 7.7％
その他
 7.7％
その他
 7.7％

一般会計歳入

歳入
434億1,326万円

歳出
411億7,542万円

一般会計歳出

繰越金 5.4％

消防費 4.2％消防費 4.2％消防費 4.2％
その他 3.6％その他 3.6％その他 3.6％

　

９
月
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）」「
令
和
５
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
21
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

最
終
日
に
、議
員
提
出
議
案
と
し
て
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、可
決
と
な
り
ま
し
た
。
提
出
議
案
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、12
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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万
１
０
０
０
円
で
、
具
体
的
な
使
途
は

こ
う
の
す
空
・
花
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
を
は

じ
め
、
小
中
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担

軽
減
事
業
、住
宅
等
防
犯
対
策
補
助
事
業
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
幼
保
施
設
、
介
護
施
設
、
障
が
い
者

施
設
等
を
運
営
す
る
民
間
事
業
者
や
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
す
る
支
援

金
給
付
事
業
な
ど
で
す
。
ま
た
、
低
所
得

者
支
援
は
総
額
３
億
４
４
５
万
９
５
６
２

円
で
、
具
体
的
な
使
途
は
、
住
民
税
の
非

課
税
世
帯
へ
３
万
円
を
給
付
す
る
事
業
費

と
し
て
充
当
し
て
い
ま
す
。

決算

包
括
施
設
管
理
業
務
事
業

問
主
な
増
額
の
要
因
は
。

答
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設
が

包
括
施
設
管
理
業
務
対
象
施
設
に
新
た

に
追
加
さ
れ
た
こ
と
、
学
校
の
屋
上
ド
レ

ン
及
び
側
溝
清
掃
を
実
施
し
た
こ
と
が
主

な
増
額
要
因
で
す
。

主
な
審
議
内
容

政
策
総
務
常
任
委
員
会

補正予算

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

前
年
度
繰
越
金

問
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
と
前
年
度
繰
越

金
の
計
上
方
法
は
。

答
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
に
つ
い
て
、
全

体
の
予
算
調
整
後
の
余
剰
金
を
財
政
調
整

基
金
に
戻
す
と
、
最
終
的
に
財
政
調
整
基

金
は
18
億
５
０
０
０
円
の
減
額
計
上
と
な

り
ま
す
。
前
年
度
繰
越
金
に
つ
い
て
は
、

標
準
財
政
規
模
の
約
３
％
か
ら
約
５
％
を

目
安
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算

で
７
億
５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
、
決
算

の
余
剰
分
と
し
て
追
加
補
正
額
の
約
12
億

４
７
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問
補
正
後
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
。

答
約
31
億
５
６
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

決算

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
途
は
。

答
使
途
の
内
訳
は
、
物
価
高
騰
対
策
を
中

心
と
し
た
市
民
や
事
業
者
に
対
す
る
支
援

策
と
低
所
得
者
支
援
の
２
つ
に
な
り
ま

す
。
物
価
高
騰
対
策
は
総
額
３
億
１
２
７

問
業
者
委
託
件
数
と
、
市
内
業
者
委
託
件

数
は
。

答
令
和
５
年
度
の
保
守
点
検
業
務
は

１
５
２
３
件
で
、
そ
の
う
ち
市
内
業
者

へ
の
委
託
が
７
８
４
件
で
す
。
施
設
修
繕

業
務
は
８
６
７
件
、
そ
の
う
ち
市
内
業
者

へ
の
委
託
が
７
９
９
件
で
す
。

決算

笠
原
小
学
校

跡
地
利
活
用
事
業

問
笠
原
の
ん
び
り
市
の
内
容
は
。

答
地
域
住
民
を
中
心
に
結
成
し
た
旧
笠
原

小
学
校
跡
地
利
活
用
実
行
委
員
会
に
よ
り
、

令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
５

年
度
の
開
催
実
績
は
２
回
で
、
４
月
29
日

の
開
催
で
は
、来
場
者
数
が
約
７
０
０
人
、

出
店
団
体
数
が
25
団
体
、
手
作
り
雑
貨
の

販
売
や
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
少
林
寺

や
紙
芝
居
等
の
披
露
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

５
台
出
店
し
て
い
ま
す
。
11
月
23
日
の
開

催
で
は
、
来
場
者
数
が
約
８
０
０
人
、
出

店
団
体
数
が
24
団
体
、
こ
ち
ら
も
同
様
に

雑
貨
販
売
や
メ
ダ
カ
す
く
い
、
農
機
具
や

消
防
車
両
の
展
示
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
７

台
出
店
し
て
い
ま
す
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

条例の一部改正

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

等
の
委
員
の
報
酬
引
上
げ

問
報
酬
額
改
正
の
経
緯
は
。

答
報
酬
額
は
、
人
口
や
児
童
数
が
類
似
す

る
近
隣
市
及
び
県
内
20
以
上
の
市
町
を
参

考
に
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
委
員
委
嘱
の

際
、
よ
り
第
三
者
性
を
高
め
る
た
め
の
職

能
団
体
か
ら
の
推
薦
過
程
の
中
で
、
報
酬

形
態
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
必
要
だ
と
判

断
し
ま
し
た
。

問
こ
れ
ま
で
の

い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
の
調

査
報
告
書
作
成

時
の
報
酬
は
。

答
調
査
報
告
書

は
会
議
の
中
で

作
成
し
て
い
た

た
め
、
日
額
の

報
酬
に
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

補正予算

難
聴
児
（
者
）

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

問
申
請
者
の
年
齢
構
成
は
。

答
令
和
６
年
６
月
末
時
点
で
７
人
に
支
給

決
定
し
、
年
齢
構
成
は
40
代
１
人
、
50
代

4



３
人
、
60
代
３
人
で
す
。

補正予算

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

活
動
運
営
委
託
料

問
対
象
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
て
い
る
生
徒
や
、
保
護
者
等
へ
の
説
明

や
練
習
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
保
護
者
を
対
象
と
し
た
部
活
動
地
域
移

行
に
係
る
事
前
説
明
会
を
行
い
、
当
日
参

加
で
き
な
か
っ
た
保
護
者
に
対
し
て
は
動

画
を
撮
影
し
配
信
す
る
予
定
で
す
。
11
月

中
旬
の
練
習
開
始
に
向
け
、
３
回
の
事
前

打
合
せ
を
経
て
、
10
月
に
は
保
険
加
入
や

練
習
会
場
の
調
整
、
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

連
絡
方
法
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
考
え
て
い

ま
す
。

問
部
活
動
地
域
移
行
に
よ
り
負
担
軽
減
が

想
定
さ
れ
る
顧
問
の
先
生
の
人
数
は
。

答
中
学
校
８
校
で
22
人
で
す
。
休
日
の
指

導
へ
の
参
加
は
自
由
の
た
め
、
顧
問
の
先

生
の
休
養
等
に
充
て
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

決算

重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業

問
事
業
開
始
か
ら
の
利
用
状
況
の
推
移
は
。

答
多
機
関
協
働
の
件
数
は
令
和
４
年
度
が

５
０
９
件
、
５
年
度
が
７
４
５
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し

て
、
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
４
年
度
が
１
３
１
３

件
、
５
年
度
が
１
７
５
４
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

決算

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

管
理
運
営
事
業

問
吹
上
、
下
忍
、
中
央
の
利
用
人
数
は
。

答
令
和
５
年
４
月
現
在
、
吹
上
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
が
73
人
、
下
忍
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
79
人
、
中
央
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
85
人
で
、
６
年
３
月
現
在
で
は
、
吹
上

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
68
人
、
下
忍
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
71
人
、
中
央
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
が
80
人
で
す
。

問
小
・
中
学
校
統
廃
合
で
い
ず
れ
も
児
童

数
が
増
え
る
小
学
校
だ
が
、
今
後
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
数
を
ど
う
予
測
し

て
い
る
か
。

答
令
和
４
年
度
の
笠
原
小
学
校
の
鴻
巣
中

央
小
学
校
へ
の
統
合
や
、
５
年
度
の
吹
上

小
学
校
、
下
忍
小
学
校
で
の
通
学
区
域
の

変
更
等
に
よ
り
、
既
に
影
響
は
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
利
用
人
数
が

多
少
増
加
し
て
も
待
機
児
童
等
の
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

その他

町
の
区
域
を
新
た
に

画
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問
町
名（
注
）が
変
更
と
な
る
こ
と
で
住
民

が
行
う
手
続
は
。

答
住
民
票
や
戸
籍
に
つ
い
て
は
市
の
職
権

で
対
応
で
き
ま
す
が
、
運
転
免
許
証
や
金

融
機
関
、
勤
務
先
へ
の
手
続
な
ど
は
自
身

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
手

続
の
内
容
に
関
し
て
は
換
地
処
分
の
時
期

に
合
わ
せ
て
案
内
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

補正予算

駅
施
設
等
維
持
管
理
事
業

問
北
鴻
巣
駅
東
口
の
ケ
ヤ
キ
２
本
を
空
洞

化
に
よ
り
伐
採
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
抜

根
後
の
植
栽
等
の
予
定
は
。

答
抜
根
に
つ
い
て
は
根
の
範
囲
が
ど
こ
ま

で
及
ん
で
い
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
根

が
朽
ち
る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
実
施
を
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
伐
採
に
よ
っ
て

緑
が
減
少
す
る
た
め
、
植
栽
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

決算

鴻
巣
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

基
本
設
計
業
務
委
託
料

問
業
務
の
内
容
及
び
進
捗
は
。

答
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
調
査
を
基

に
、
さ
ら
に
設
置
場
所
の
検
討
、
設
計
条

件
、
形
式
、
構
造
、
定
員
数
、
積
載
量
、

定
格
の
速
度
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
の
設

計
方
針
、
仕
様
、
構
造
形
式
等
に
つ
い
て

調
査
し
、概
算
工
事
費
を
算
出
し
ま
し
た
。

概
算
工
事
費
は
設
計
時
点
で
約
１
億

５
０
０
０
万
円
、
概
算
の
工
事
期
間
に

つ
い
て
は
昼
間
工
事
で
10
か
月
程
度
と
な

り
ま
す
。

決算

荒
川
左
岸
通
線
整
備
事
業

問
今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
令
和
６
年
度
に
道
路
予
定
地
に
あ
る
物

件
、
建
物
等
の
物
件
補
償
調
査
を
行
う
予

定
で
す
。
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
道
路
の
整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
る
た
め
、
荒
川
左
岸
通
線
に
つ
い
て

は
、
上
尾
道
路
に
接
続
す
る
都
市
計
画
道

路
や
、
市
道
整
備
に
よ
る
地
域
の
交
通
環

境
の
変
化
を
注
視
し
な
が
ら
、
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

決算

吹
上
第
二
浄
水
場

防
雷
設
備
設
置
工
事

問
雷
が
落
ち
な
い
科
学
的
根
拠
と
耐
用
年

数
は
。

答
防
雷
シ
ス
テ
ム
は
、
雷
雲
が
近
づ
い
て

き
た
際
の
地
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
電
収

集
線
に
収
集
し
、
電
荷
放
散
器
に
て
空
気

中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
出
を
行
い
ま
す
。

（注）�広田中央特定土地区画整理事業により、町名が「広田中央一丁目」「広田中央二丁目」に変更となります。5



こ
れ
に
よ
り
放
出

さ
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
雷
雲
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
中
和

し
、
落
雷
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
と

い
う
原
理
に
な
り

ま
す
。
耐
用
年
数

に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
推
奨
は
10
年
と

な
り
ま
す
が
、
実
績
と
し
て
は
20
年
以
上

使
用
し
て
も
問
題
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。

決算

下
水
道
事
業

問
管
路
施
設
が
令
和
13
年
以
降
に
耐
用
年

数
を
迎
え
る
と
の
こ
と
だ
が
対
策
は
。

答
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
長
期
的
視
点
で

今
後
の
老
朽
化
の
進
捗
状
況
を
考
慮
し
、

施
設
の
点
検
、
調
査
、
修
繕
、
改
築
を
実

施
し
、
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
施
設
管

理
最
適
化
を
目
的
と
し
、
平
成
30
年
度
に

鴻
巣
市
公
共
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
に
基
づ
き
令
和
２
年
度
よ
り
管
路
の
点

検
、
調
査
を
毎

年
実
施
し
、
２

年
度
に
は
計
画

を
見
直
し
て
、

３
年
度
か
ら
は

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

の
改
築
を
毎
年
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
環
境
常
任
委
員
会

補正予算

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
補
助
金

問
具
体
的
な
内
容
は
。

答
大
豆
の
生
産
拡
大
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
生
産
性
向
上
や
効
率
化
に
必
要
な
機

械
５
台
（
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ロ
ー
タ
リ
ー
・

施
肥
播
種
機
・
汎
用
荷
受
け
ホ
ッ
パ
ー
、

大
豆
選
別
機
）
の
導
入
に
対
す
る
支
援
と

な
り
ま
す
。

決算

自
転
車
乗
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
金

問
こ
れ
ま
で
の
申
請
状
況
は
。

答
昨
年
度
の
補
助
金
の
総
額
は
４
２
３
万

２
０
０
０
円
で
申
請
件
数
は
２
１
１
６
件

と
な
り
ま
す
。
補
助
金
制
度
開
始
時
と
比

べ
ま
す
と
、
申
請
件

数
は
落
ち
着
き
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
今

年
度
も
引
き
続
き

実
施
し
て
い
ま
す
。

決算

生
ご
み
処
理
機
器

購
入
費
補
助
事
業

問
市
民
か
ら
の
評
価
は
。

答
令
和
５
年
度
は
１
０
０
万
円
を
予
算
計

上
し
、
９
月
末
に
は
予
算
の
上
限
に
達
し

て
い
た
の
で
、
好
評
だ
っ
た
と
捉
え
て
い

ま
す
。
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
面
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

決算

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
づ
く
り

寄
付
金

問
令
和
４
年
度
か
ら
増
加
し
た
要
因
は
。

答
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

と
コ
ウ
ノ
ト
リ
里
づ
く
り
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
設
置
さ
れ
た
自
動
販
売
機
の
販
売
価

格
に
対
し
て
一
律
の
割
合
で
寄
附
す
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
は
新

た
に
自
動
販
売
機
を
５
台
増
設
し
、
売
り

上
げ
に
伴
う
寄
附
金
額
が
当
初
の
想
定
よ

り
大
き
く
伸
び
た
た

め
で
す
。
ま
た
、
一

般
企
業
、
団
体
寄
附

額
も
増
加
し
て
お

り
、
認
知
度
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。

決算

資
源
回
収
販
売
収
入

問
資
源
回
収
販
売
収
入
の
減

少
要
因
は
。

答
主
な
要
因
は
、
公
益
財
団

法
人
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
か
ら
の
拠
出
金
が

減
少
し
た
た
め
で
す
。
資
源

の
種
類
ご
と
で
み
る
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
約
１
１
７
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
ア
ル
ミ
缶
・
紙
類
な
ど
の
資
源

に
つ
い
て
は
減
少
し
て
お
り
、
逆
有
償
と

な
る
ビ
ン
の
引
取
費
用
も
増
加
し
た
た
め

で
す
。

決算

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

交
通
安
全
対
策
事
業

問
事
業
内
容
は
。

答
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
て
、
交
通
事
故
発

生
リ
ス
ク
を
評
価
、
可
視
化
し
、
リ
ス
ク

値
の
高
い
危
険
箇
所
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
（
２
次
元
コ
ー
ド
参
照
）

表
示
す
る
こ
と
で
交
通
安
全
意

識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
リ
ス
ク
値
が
特
に
高
い
路
線

や
交
差
点
を
抽
出
し
、
必
要
な
安
全
対
策

の
実
施
に
向
け
て
警
察
署
等
と
協
議
を
行

い
ま
す
。

決算

災
害
対
策
事
業

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
認
識
を
高
め
て
い

く
た
め
の
具
体
的
な
取
組
は
。

答
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
出
前
講
座
の

防
災
セ
ミ
ナ
ー
等
で
案
内
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
避
難
所
の
指
定
に
お
い
て
は

公
共
施
設
の
整
理
・
統
廃
合
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
も
検

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。
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